
１．非認知能力ってどんな力？



認 知 能 力
（狭義の学力など客観的な点数にして評価できる力）

客観的な点数にして評価できない力

非



点数にできない

非認知能力

忍耐力・自制心・回復力
意欲・楽観性・自信

共感性・協調性・社交性
…など

テストなどで
わかりやすく（客観的な）
点数（数値）にできない！

点数にできる

認知能力

読み・書き・そろばん
IQ（知能指数）
英語力
…など

テストなどで
わかりやすく（客観的な）
点数（数値）にできる！

点数にできる力と点数にできない力

認知的な傾向 非認知的な傾向

思考力
← 判断力 →

表現力

出典：中山芳一『家庭、学校、職場で生かせる！非認知能力を伸ばすコツ』東京書籍（2020）



土台→自己肯定感（自己受容感）
※人格の基盤で幼児期前半までに育まれる感覚

柱・筋交い→非認知能力
※認知能力の獲得・向上を支えてくれる力

壁・天井・窓・扉・装飾
→認知能力（知識・技能）

※見えやすくてわかりやすい力だから…

見えないところだから
しっかり育てていきたい

出典：中山芳一『学力テストで測れない非認知能力が子どもを伸ばす』東京書籍（2018）



もう少し非認知能力を具体化してみると…

がまん系の

自分と
向き合う力
〇自制心
〇忍耐力
〇レジリエンス
（回復力） …など

つながり系の

他者とつながる力
〇コミュニケーション力
〇共感性
〇社交性・協調性 …など

やる気系の

自分を高める力
〇意欲・向上心
〇自信・自尊感情
〇楽観性 …など



どんな力を伸ばしたいの？→岡山県の夢育

「夢を持とう」ではなく、夢を持てるようになるために非認知能力を育てるのが「夢育」



２．非認知能力を伸ばすために、
「やってはいけない」子育て



「最もやってはいけない」子育て
※子育てというよりは児童虐待

「やってはいけない」子育て

「やってみたい」子育て

「プラスα」の子育て

まずは、「やってはいけない」子育てをやらないことから…



まずは、「やってはいけない」子育てをやらないことから…



何よりも、「子どもの権利」をまもることから…

子どもの権利条約：児童の権利に関する条約
前文と本文54条（※43～54条は国や諸機関に対する内容）

生きる権利
育つ権利

守られる権利
意見と参加の権利

1989年 国連総会にて採択（1990年発効）
1994年 日本でも批准（つまり、締約国）
現在、日本も含む196か国が締約している



日本国憲法

子どもの権利条約
※障害者権利条約（障害者基本法）や
女子差別撤廃条約（男女共同参画社会基本法）に対して…

こども基本法
※子どもの権利については基本法が存在していなかった

内閣府

子ども・若者育成
支援推進法

子どもの貧困対
策推進法

など

厚生労働省

児童福祉法

児童虐待防止法

母子保健法

成育基本法

など

文部科学省

教育基本法

学校教育法

いじめ防止対策
推進法

教育機会確保法

など

法務省

民法

少年法

家事事件手続法

など

子どもの

意見の尊重

（意見表明と参加ができる）

生命や発達に

対する権利

（命を守られ成長できる）

差別の禁止

（障害や国籍で差別されない）

子どもの

最善の利益

（子どもにとって最もよい）

こども

基本法

こども基本法で子どもの権利条約をまもる







合意づくり
（親と子どもが共に納得すること）

全否定
（どうしようもできないこと）

人格否定
過去の蒸し返し
上から目線
他者との比較

押し付け
（納得できていないこと）

強制・強要
NOと言えない忖度

パターナリズム（父権主義）
ダブルバインド（二重拘束）

全否定と押し付けではわが子と合意がつくれない



３．非認知能力を伸ばすために、
「やってみたい子育て」へ



自分にとって必要な行動を意識して、習慣にしていく

その時々の表面的な言葉遣いや立ち振る舞い

行動習慣としての定着
（行動のパターン化）

自分自身の観察と調整
（意識の明確化）

大切にしている深い考え方
（意識のベース化）

先天的または低年齢時に形成
（変えることは難しい）



非認知
能力

非認知能力は押し付けではなく自らの意識によって…

子どもが、だれと出会い、どんな経験をして、
そこから何を学んで、自らの意識につなげられるか！
（仲間同士の認め合いやロールモデルとの出会い）

私たち大人が支えられること

〇大人からの意識づけ
（大人が見取ってフィードバック）
〇いろんな経験からの意識づけ
（日常の生活や非日常のイベントなど）



自分と向き合おうと
している？

自分を高めようと
している？

他者とつながろうと
している？

見つけにくいときには３つのレンズで見つけよう！

3つのレンズを使えば、プロセスの中の子どもの姿から
意識づけたいところを見つけることができる！

レンズを使って見つける

＝「見取る」



子どもを「見取る」ための３つのポイント

どのレンズで見つけているのか意識してみましょう！
特に3つのレンズを意識してみることをおススメ

「あたりまえ」をできるだけなくしましょう！
「ありがたし（有難し）」を増やしていきましょう

マイナスをプラスにひっくり返しましょう！
このことを専門用語で「リフレーミング」といいます



「あたりまえ」にしてしまうと見つけにくくなる



マイナスをプラスにリフレーミング！

コップに半分しか
水が入っていない

不満と要求によるマイナスフレーム

コップに半分も
水が入っている

満足と受容によるプラスフレーム

コップに半分の水が入っているという事実は変わらない
変えられるのは自分自身のとらえ方！



見取ることができればフィードバックもできる

出典：中山芳一『家庭、学校、職場で生かせる！非認知能力を伸ばすコツ』東京書籍（2020）

レンズで見つけた意識づけポイントをフィードバック
↓

それは価値あることだと共有（価値の共有）
↓

自分の意思でその価値あることを
伸ばしたい（伸ばさない）とその気になる（意識づけ）



すぐにフィードバックされるから、わかりやすい！

いま、ここのタイミングでわかりやすく！

出典：中山芳一『家庭、学校、職場で生かせる！非認知能力を伸ばすコツ』東京書籍（2020）



『家庭、学校、職場で生かせる非認知能力を伸ばすコツ』55-56㌻

あとのナイスなタイミングで刺さりやすく！

ナイスタイミングのエピソードだから、刺さりやすい！
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